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講師

　須田　布美子　弁護士
須田布美子法律事務所（札幌市中央区）
早稲田大学文学部　中央大学法学部卒
大学卒業後、法律を志し、働きながら学び司
法試験を突破し、弁護士に。自分が関わるこ
とで誰かの何かを変えられないだろうか、と
いう思いで法律に関わっている。

https ://www.suda- law.comトークセッション　モデレーター

森　万喜子　氏
　長沼町部活動地域移行コーディネーター
　元　小樽市立公立中学校校長
　文部科学省　コミュニティ・スクール推進員
　文部科学省　学校DX戦略アドバイザー　
　現職校長時代、コロナ禍を契機に制服をフルモデルチ
ェンジした。家庭で洗濯ができ、安価でスタイリッシュ
な制服を生徒・保護者の意見を取り入れて実現した。

18：00  -  19：30 対象　どなたでも。
児童生徒、町民のみなさん
教育に興味があるすべてのみなさん

会場　
長沼町総合保健福祉センターりふれ

三世代交流室

 　現在長沼町では、令和9年（2027年）に開校予定の義務教
育学校に向けての準備を進めています。「学校はあるもので
はなく、作るもの」長沼町の子どもたちが安心安全に、幸せ
に学び生活できる場としての学校づくりを考えています。今
回は、今日的な課題のひとつである、多様な社会とともにあ
る学校を、中学校の制服を切り口に専門家の方にお話をいた
だいた後、トークセッションを行います。
　※ジェンダーフリーとは　社会や文化によってつくられた性別による固定観念にと
らわれず、誰もが平等に生きられる社会を目指す考え方や取組のことです。

長沼町　第２回まちづくり学習会

参加申し込みは下の
QRコードから

または教育委員会学校教
育課学務係まで

令和７年

5月９日 (金)

（受付 1 7： 4 5〜 )

ジェンダーフリー制服について考える
誰ひとり取り残さない新しい義務教育学校の実現をめざして

日程
18:00 イントロダクション
講演「ジェンダーフリーの制服について」
18:40 トークセッション
　「誰ひとり取り残さない学校って？」
　須田弁護士＆森万喜子コーディネーター
19:10  シェアリング　質問

主催（問い合わせ先）　長沼町教育委員会（学校教育課学務係）
☎　０１２３－７６－８０２６

※

早期注意情報を活用した事前の備え早期注意情報を活用した事前の備え

　気象台では、大雨・大雪・暴風（雪）・波浪・高潮について、ひ

とたび発生すると命に危険が及ぶなど社会的影響が大きい警報

級の現象が５日先までに発生する可能性を、「早期注意情報（警

報級の可能性）」として[高]、[中]の２段階で気象庁ホームペー

ジなどで発表します。

　[高]は警報級の現象が発生する可能性が高い場合に、[中]は

[高]ほど可能性が高くはないが一定程度認められる場合に発表

しますので、旅行や行事、屋外作業などの参考にしてください。

　[高]や[中]が発表されている場合は、気象台が発表する最

新の情報などに留意いただくなど、災害への心構えを一段高め

てください。

石狩・空知・後志地方の

早期注意情報▶

■
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

・�

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
、一
人
一
首
と
し
、未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・�

書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）
を

横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短

歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、氏
名（
本
名
・
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、職
業（
な
る
べ
く
具
体
的

に
）を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
下
図
参
照
）

　
※�

無
職
の
場
合
は
、「
無
職
」
と
書
い

て
く
だ
さ
い
。（
以
前
職
業
に
就
い

た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、な
る
べ
く

元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。）

　
※�

主
婦
の
場
合
は
、
単
に
「
主
婦
」
と

書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

用
紙
は
半
紙
と
し
、
記
載
事
項
は
す

べ
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合

は
、用
紙
は
随
意（
た
だ
し
24
㎝
×
33

㎝
の
横
長
）と
し
、毛
筆
で
な
く
て
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
注
意
事
項

　
次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格
と

な
り
ま
す
。

・
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

・
短
歌
の
定
型
で
な
い
場
合

・
用
紙
が
縦
長
の
場
合

・
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

・
毛
筆
で
な
い
場
合

・�

詠
進
歌
が
、
す
で
に
発
表
さ
れ
た
短

歌
と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た

短
歌
で
あ
る
場
合

・�

詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前

に
新
聞
、
雑
誌
、
そ
の
他
の
出
版
物
、

年
賀
状
な
ど
に
よ
り
発
表
し
た
場
合

令
和
８
年 

歌
会
始
の
お
し
ら
せ

　
お
題
は
「
明
」
で
す
が
、
歌
に
詠
む
場

合
は
「
明
」
の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て

い
れ
ば
よ
く
、「
鮮
明
」「
文
明
」「
明
星
」

の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。ま
た
、「
明
る
い
」
の
よ
う
に

訓
読
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
８
年 

歌
会
始
の
お
題  

「
明め

い

」

・�

病
気
ま
た
は
身
体
障
が
い
の
た
め
、

毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
次
の
方
法
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
代
筆（
墨
書
）に
よ
っ
て
行
う

　�

　
代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
・

氏
名
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添

え
て
く
だ
さ
い
。

◎�

本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
使
用
し
印
字
す
る

　�

　
こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し
た
理
由

を
別
紙
に
記
載
し
、
詠
進
歌
に
添
え

て
く
だ
さ
い
。

◎
点
字
で
詠
進
す
る

　�

　
視
覚
障
が
い
の
方
は
点
字
で
詠
進

し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

代
筆
の
理
由
書
を
添
え
た
場
合
を
除

き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の

詠
進
歌

・�

住
所
、電
話
番
号
、氏
名
、生
年
月
日
、

職
業
を
書
い
て
い
な
い
も
の

・�

そ
の
ほ
か
、
こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら

な
い
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　

■
詠
進
の
期
間
　

　
９
月
30
日
㈫
ま
で

※
郵
送
の
場
合
、９
月
30
日
㈫
消
印
有
効

■
送
付
先
　

　
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１
　
宮
内
庁
　

※�

封
筒
に
は
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
小
さ
く
折
っ
て

封
入
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

　
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、直
接「
宮
内
庁

式
部
職
」
あ
て
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
載
し
た
切
手
付
き
返
信
用
封

筒
を
添
え
て
９
月
20
日
㈯
ま
で
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
お
題「
明
」

　
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

- - - - -

（
山
折
り
）- - - - -

　
〒
住
　
　
所

　
　
電
話
番
号

　
　
　 

氏
（

ふ

り

が

な

）名

　
　
　
　 

生
年
月
日

　  

職

業

詠進歌　書式図


